
                        
 

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
お
よ
び

ス
イ
カ
の
急
性
萎
凋
症
対
策 

  

印
旛
管
内
で
は
ト
マ
ト
・
ス
イ
カ

の
作
付
け
が
多
い
中
、
ト
マ
ト
黄
化

葉
巻
病
や
ス
イ
カ
の
収
穫
直
前
の
萎

れ
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
対
策
を
考
え
る
た
め
、
十
二
月

十
九
日
八
街
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
百
二
十
五
名
を

超
え
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。 

一 

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
に
つ
い
て 

①
当
管
内
で
は
半
数
以
上
の
農
家
で

発
生
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
被
害

程
度
が
五
％
未
満
で
す
が
、
生
育

初
期
の
感
染
で
、
被
害
が
大
き
く

な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

②
十
一
年
前
か
ら
対
策
を
講
じ
て
い

る
静
岡
県
の
先
進
事
例
で
は
、
防

虫
ネ
ッ
ト
（
０
．
４m

m

）
の
設

置
・
ハ
ウ
ス
周
辺
の
除
草
・
地
域

一
斉
除
草
剤
散
布
・
家
庭
菜
園
へ

の
協
力
要
請
を
基
本
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
現
在
も
同
様
の
対
策
で

大
き
な
被
害
を
回
避
で
き
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。 

二 

ス
イ
カ
急
性
萎
凋
症
に
つ
い
て 

①
当
管
内
で
は
急
性
萎
凋
症
の
原
因

の
七
割
は
ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病
で

ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
の
消
毒
は
有
効

で
す
。 

② 

神
奈
川
県
三
浦
市
の
事
例
で
は
、

と
う
が
ん
台
木
と
夏
の
太
陽
熱

消
毒
（
ト
ン
ネ
ル
密
閉
期
間
一

ヶ
月
以
上
、
地
下
３
０cm

で
３

５
℃
以
上
と
す
る
）
で
回
避
し

て
い
ま
す
。 

③ 

大
産
地
で
あ
る
熊
本
で
は
、
６

月
出
し
の
割
合
が
増
え
、
当
地

域
と
の
競
合
度
合
い
が
増
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
地
温
が
１

５
℃
を
確
保
で
き
る
時
期
（
３

月
頃
）
に
定
植
を
遅
く
す
る
こ

と
で
、
発
病
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
と
共
に
熊
本
と
の
競
合
も
回

避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
出

荷
時
期
の
検
討
を
組
織
で
行
な

う
こ
と
も
大
切
で
す
。 

④ 

菌
に
よ
る
土
壌
汚
染
程
度
を
上

げ
な
い
た
め
ス
イ
カ
を
休
作
し

他
の
作
物
の
作
付
や
土
壌
水

分
・
着
果
位
置
（
３
番
花
）
な

ど
総
合
的
改
善
も
重
要
な
こ
と

で
す
。 

地
域
の
主
力
品
目
で
あ
る
ス
イ

カ
・
ト
マ
ト
の
課
題
解
決
を
こ
れ
ら

の
事
例
や
提
案
を
ふ
ま
え
て
、
組
織

で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。次
年
度
以
降
も
展
示
ほ
の
設
置
、

農
家
か
ら
の
情
報
収
集
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。 
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熱心に受講するスイカ･トマト生産農家 



 
 

  
 

 １
２
月
２
０
日
、
印
旛
合
同
庁
舎

を
会
場
に
「
印
旛
地
域
い
き
い
き
水

田
農
業
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

印
旛
地
域
の
米
生
産
者
を
は
じ
め
約

百
名
が
参
加
し
、
米
の
販
売
戦
略
と

栽
培
技
術
の
向
上
を
目
的
に
、
研
修

と
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
販
売

戦
略
に
つ
い
て
は
株
式
会
社
ス
ズ
ノ

ブ
の
西
嶋
社
長
に
、
栽
培
技
術
に
つ

い
て
は
千
葉
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
の
吉
野
研
究
員
を
講
師
に
実
施

し
ま
し
た
。 

一 

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て 

①
各
地
で
取
り
組
ん
だ
ブ
ラ
ン
ド
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
例
に
つ
い
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。 

②
産
地
の
特
徴
を
よ
く
理
解
し
、
そ

れ
を
生
か
し
た
米
作
り
を
す
る
と

共
に
、
販
売
し
た
米
に
対
す
る
消

費
者
の
反
応
・
評
価
を
分
析
し
、

次
年
度
の
栽
培
に
生
か
す
こ
と
が

重
要
で
す
。 

印
旛
地
域
い
き
い
き 

水
田
農
業
研
修
会 

～
売
れ
る
印
旛
の
米
作
り
を
考
え
る
～ 

二 

美
味
し
い
米
を
作
る
に
は 

① 

美
味
し
い
米
の
特
徴
は
、
タ
ン

パ
ク
質
含
有
率
が
低
く
、
粒
が

大
き
く
、
白
未
熟
粒
が
少
な
い

こ
と
で
す
。 

② 

外
観
品
質
と
食
味
を
両
立
さ
せ

る
た
め
に
は
「
ふ
さ
お
と
め
」

は
出
穂
前
２
５
～
１
８
日
が
、

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
出
穂
前
１

８
～
１
０
日
が
穂
肥
施
用
適
期

で
す
。 

参
加
者
か
ら
は
様
々
な
意
見
・
質

問
が
出
さ
れ
売
れ
る
米
作
り
に
つ
い

て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
゜ 

 
 

ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
は
マ
メ
科
牧
草

で
、
播
種
後
一
般
的
な
雑
草
よ
り
も

早
く
圃
場
表
面
を
覆
い
抑
草
し
ま
す
。

そ
の
後50

～70cm

ま
で
生
長
し
ま

す
が
、
夏
期
の
高
温
多
湿
に
よ
り
自

然
に
枯
死
し
ま
す
。
こ
の
た
め
残
渣

が
地
表
面
を
覆
い
さ
ら
に
雑
草
の
発

生
を
抑
え
ま
す
。
こ
の
性
質
を
利
用

し
て
、
省
力
的
な
農
地
の
管
理
手
段

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
事
例
（
茨

城
県
）
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
当
管
内

に
お
い
て
も
、
一
部
で
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
（
写
真
）。 

こ
の
研
修
会
を
機
に
、
各
地
域
で

新
た
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
こ
と

と
期
待
致
し
ま
す
。 

       

熱心に聴講する水稲農家 

「
知
っ
て
い
ま
す
か
？
ヘ
ア
リ
ー
ベ

ッ
チ
―
緑
肥
作
物
の
新
た
な
利
用
に

よ
る
農
地
の
管
理
―
」 

近
年
、
ち
ば
エ
コ
農
業
を
は
じ
め

環
境
保
全
型
農
業
へ
の
取
り
組
み
が

進
む
中
、
緑
肥
作
物
に
つ
い
て
も
新

た
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
を
代
表

と
し
て
紹
介
し
ま
す
。 

こ
の
他
、
一
例
と
し
て
表
一
に
緑

肥
作
物
を
紹
介
し
ま
す
。
参
考
と
し

て
ご
活
用
下
さ
い
。 

主な効果
ヘアリーベッチ 土づくり（窒素固定） 9月中旬～11月中

アレロパシー効果による雑草の抑制 播種量3～5㎏／
農地の省力的維持管理 播種後60日以降か

クロタラリア 土づくり（窒素固定） 6月中旬～7月中
各種ｾﾝﾁｭｳの抑制 播種量6～9kg／
景観作物（黄色い花） 草丈１～1.5mです

クリムソンクロー

     

栽培方法（例）
旬播種
10a

らすき込み（利用目的による）

旬播種
10a
き込み

バ土づくり（窒素固定） 9月中旬～10月
景観作物（赤い花） 播種量2～3㎏／
ネギの品質向上（ネギ前作に栽培） 開花期にすき込み

表１　　緑肥作物の紹介

中旬播種
10a
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印
旛
の
特
産
物
を
使
っ
た
加
工
品 

 

一
栄
町
特
産
黒
大
豆
「
ど
ら
ま
め
」

か
ら
焼
酎
「
ど
ら
む
す
こ
」
誕
生 

 

栄
町
で
は
、
一
九
九
八
年
か
ら
黒

大
豆
の
栽
培
が
始
ま
り
、
現
在
２
２

ha

で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
さ

れ
た
黒
大
豆
は
、
地
元
竜
神
伝
説
を

も
と
に
、「
ド
ラ
ゴ
ン
の
豆
」
→
「
ど

ら
ま
め
」
と
命
名
、
栄
町
の
特
産
物

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。 

「
ど
ら
ま
め
」
の
生
産
者
有
志
で

組
織
す
る
「
黒
大
豆
研
究
会
」
が
考

案
し
、
Ｐ
Ｒ
と
地
域
農
業
の
活
性
化

の
た
め
、
黒
大
豆
を
原
料
に
特
製
焼

酎「
ど
ら
む
す
こ
」を
作
り
ま
し
た
。 

昨
年
十
月
に
販
売
し
た
と
こ
ろ
、

く
せ
が
な
く
て
飲
み
や
す
い
と
評
判

で
、
品
切
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
追
加
生
産
中
で
、
製
品
が
で
き
し

だ
い
町
内
の
酒
販
店
、
飲
食
店
及
び

成
田
山
参
道
藤
屋
で
販
売
さ
れ
ま
す
。 

   

二
成
田
市
特
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
干

し
芋
に
「
甘
芋
ん
（
あ
ま
～
い
も
ん
）」 

 

成
田
市
農
協
で
は
、
さ
つ
ま
い
も

新
品
種
「
ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー
ト
」
を

原
料
に
し
た
干
し
芋
「
甘
芋
ん
（
あ

ま
～
い
も
ん
）」
を
、
昨
年
十
一
月
か

ら
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。 

 

青
果
用
で
あ
り
な
が
ら
干
し
芋
に

も
適
す
る
「
ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー
ト
」

の
品
種
特
性
と
、
農
協
直
営
の
加
工

セ
ン
タ
ー
の
技
術
に
よ
り
、
従
来
の

干
し
芋
に
比
べ
て
色
が
鮮
や
か
で
軟

ら
か
い
食
感
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

      

「
甘
芋
ん
（
あ
ま
～
い
も
ん
）」
は

成
田
市
農
協
の
直
売
所
や
Ａ
コ
ー
プ

成
田
店
を
は
じ
め
、
近
隣
の
道
の
駅

な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
一
袋
二

〇
〇
㌘
入
り
で
、
贈
答
用
に
化
粧
箱

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。 

平成１９年１１月商標登録

生
産
技
術
・
経
営
管
理
技
術
を
磨
く

青
年
農
業
者 

一 

印
旛
地
域
青
年
農
業
者
会
議 

 
 
 

平
成
十
九
年
十
二
月
五
日
経
営
体

育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
一
環
と
し
て
印
旛

合
同
庁
舎
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

 

内
容
は
、
自
分
自
身
の
体
験
を
通

じ
て
の
考
え
を
ま
と
め
た
「
農
業
青

年
の
主
張
」
と
、
農
業
経
営
の
諸
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
取
組
ん
だ

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
」、今
年
か
ら

行
わ
れ
た

「
我
が
家

の
経
営
改

善
計
画
発

表
」
を
行

い
ま
し
た
。

合

計

46

名
の
活
動

報
告
が
資

料
に
ま
と
め

た
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
農

業
青
年
の
主
張
部
門
で
は
富
里
市
の

津
田
乃
梨
子
さ
ん
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
部
門
で
は
栄
町
の
浅
倉
忠
邦
さ

ん
・
川
崎
重
克
さ
ん
（
共
同
作
成
）、

我
が
家
の
経
営
改
善
計
画
部
門
で
は

成
田
市
の
湯
浅
恵
介
さ
ん
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
、
印
旛
地
区
の
代
表
と

し
て
二
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

二 

ら
れ
、
当
日
発
表
さ
れ

 

千
葉
県
青
年
農
業
者
会
議 

規
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
！ 

 

さ
れ
る
方
等
で
、
興
味

 

         

新
二
十
年
度
の
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ

ー
は
五
月
開
講
の
予
定
で
す
。
例
年

と
同
様
に
基
本
研
修
・
専
門
研
修
・

総
合
研
修
の
３
コ
ー
ス
で
研
修
を
行

い
ま
す
。

新
規
就
農

の
あ
る
方
は
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
ま

で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

県青年農業者会議の結果を

けて記述する。（開催日が２

６日であるので業者との最

修正に間に合うと思うので

者に依頼します

受

月

終

業

。 



新
し
く
認
証
さ
れ
た
農
業
士
・
林

 

業
 

慎
一 

氏（
四
街
道
市
） 

 
 

祐
司 

氏(

成
田
市) 

 

 

氏(

八
街
市) 

 

) 

 

④ 

船
津 

守 

氏

四
街
道
市 

。 

 

各
地
域
で
の
み
な
さ
ん
の
ご
活
躍

 
 

美
し
い
ち
ば
の
森
林(

も
り)

づ
く
り 

木
材
価
格
が
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

 
  

 

コ
ス
ト
負
担

 

業
士
・
指
導
農
業
士
の
ご
紹
介

 

農
業
士
・
林
業
士
は
地
域
農
林

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
指
導
農
業
士

は
こ
れ
に
加
え
後
継
者
育
成
に
今
後

一
層
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
方
を

知
事
が
認
証
す
る
も
の
で
す
。 

新
規
認
証
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

☆ 

農
業
士

① 

佐
藤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニ
ン
ジ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
露
地
野

父
と
弟
と
共
に
イ
チ
ゴ
を
中
心
に
い

ろ
い
ろ
な
野
菜
を
直
売
、
麦
作
機
械

利
用
組
合
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て

活
躍
。 

      

☆① 

山
出 

県
林
業
研
究
会
香
取
支
部
副
支
部
長
。

有
用
広
葉
樹
な
ど
を
導
入
し
た
長
伐 

期
優
良
材
生
産
を
実
践
。

 

林
業
士 

      

☆① 

小
山 

文
子 

全
国
女
性
農
業
経
営
者
の
会
理
事
。

菜
経
営
。 

     

②グ
リ
ー
ン
や
ち
ま
た
園
芸
部
ス
イ
カ

部
長
。
ス
イ
カ
、
ト
マ
ト
を
主
体
と

し
た
野
菜
経
営
。 

     

 

加
藤 

康
一 

氏(
八
街
市

 

指
導
農
業
士 

③平
塚
野
菜
組
合
長
。
各
種
特
別
栽
培

野
菜
を
生
産
、
販
売
。 

       

現
在
、
四
街
道
市
農
業
委
員
会
長

シ
ク
ラ
メ
ン
を
中
心
と
し
た
鉢
花
生 

産
と
マ
ッ
ト
植
物
に
も
取
り
組
む
。

      
を
期
待
し
ま
す
。

 

 

海
老
原 

進 

氏(

白
井
市)

(
)

 

本
県
の
森
林
は
開
発
に
よ
る
量
の
減

少
、
管
理
の
放
棄
に
よ
る
質
の
低
下

が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
森
林
は
、

地
球
温
暖
化
の
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
る
二
酸
化
炭
素
を
大
量
に
吸
収

す
る
機
能
を
持
つ
な
ど
、
環
境
保
全

に
も
貢
献
で
き
る
県
民
の
貴
重
な
資

源
、
財
産
と
考
え
て
い
ま
す
。

美
し
い
森
林
づ
く
り
条
例
化
を
検
討

千
葉
の
美
し
い
森
林
（
も
り
）
を

蘇
ら
せ
、
次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

千
葉
県
で
は
県
民
総
て
が
支
え
る
新

た
な
森
林
づ
く
り
の
理
念
等
を
示
す

条
例
の
制
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
森
林
づ
く
り
の
社
会
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
地
域
と
市
町
村
が

主
体
と
な
っ
た
美
し
い
森
林
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

森
林
づ
く
り
に
必
要
な

や
県
民
総
て
の
参
加
、
そ
の
仕
組
み

づ
く
り
の
た
め
、
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。


